
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 環境に関する市⺠意識調査 
【結果概要】 

横浜市環境創造局 

平成 27 年８⽉ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



環境問題に対する関⼼や⾏動について  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

Q１. 現在の横浜の環境について経年変化 

・横浜の環境が「かかななりり良良好好」「良良好好」という回答は約４割となっており、調査開始以来、ほ

ぼ横ばいです。また、10 年前との比較では 60 代以上の世代が最も多く「かかななりり良良くくななっっ

たた」「良良くくななっったた」と回答しました。 

・関心のある環境問題については、例年「空空気気のの汚汚れれ（（大大気気汚汚染染））」「河河川川やや海海のの汚汚れれ（（水水質質汚汚

濁濁））」がいずれも多い回答となっており、生活環境に対する関心の高さは現在においても伺

えます。中でも「大大気気やや騒騒音音・・振振動動ななどどのの生生活活環環境境」に不満を感じている人は、減少傾向に

あるものの、依然として満足に感じている人と同程度の数となっています。 

・回答者の７割近くが「『『生生活活のの便便利利ささ・・快快適適ささ』』よよりりもも『『環環境境のの保保全全』』をを優優先先すすべべきき」と考

えています。横浜市民の皆さまの環境問題への関心の高さが伺えます。 

・環境に配慮した行動を後押しするものとして、例年回答が多いのは「自自分分のの行行動動がが環環境境にに貢貢

献献ししてていいるるここととがが目目にに見見ええてて実実感感ででききるるこことと」「経経済済的的なな余余裕裕ががああるるこことと」です。横浜市で

は、環境に関する取組への助成や支援を行う様々な制度を設置しており、これらを活用して

いただけるよう、より一層の情報発信を行う必要があります。 

「かなり良好」「良好」が約４割で横ばい傾向 

Q２. 10 年前と比べた現在の横浜の環境について 

60 代以上が最も多く「かなり良くなった」「良くなった」 

1 

隔年の調査結果でグラフを整理しています。 

端数処理の関係で合計が 

100 にならない場合があります。 
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Q６. 関心のある環境問題や環境活動について（複数回答）経年変化 

例年、およそ２人に１人が「空気の汚れ（大気汚染）」「河川や海の汚れ（水質汚濁）」に関心

Q３(9). 横浜市内の大気（PM2.5 など）や騒音・振動などの状況について経年変化 

「不満」「大変不満」は減少傾向だが、依然として満足と不満の比は１：１ 

大変満足している 満足している わからない 不満である 大変不満である
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2 

隔年の調査結果でグラフを整理しています。 
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Q10. 環境の保全と生活の便利さ・快適さについて 

「環境の保全を優先」が、全体では約７割、20 代・30 代では６割未満 

３ 

大大気気汚汚染染にに関関わわるる情情報報発発信信  

光光化化学学ススモモッッググととはは  

工場や自動車などから出された排気ガス

は、太陽の光を受けると化学反応を起こして、

「光化学オキシダント」と呼ばれるものにな

ります。夏、日射が強く、気温が高く、風が

弱い日は、「光化学オキシダント」が空気の中

にたまり、空が白いモヤがかかったようにな

って、遠くの山や建物が見えにくくなります。

この状態のことを光化学スモッグといいま

す。光化学スモッグを浴びると、目や呼吸器

などを痛めるおそれがあります。 

光光化化学学ススモモッッググのの注注意意報報  

横浜市では、光化学スモッグ注意報が発令

されたときに携帯電話やパソコンにＥメール

でお知らせをしています。 
 

★詳しくはこちら↓ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/

mamoru/kanshi/worda/oxsmog.html 

ＰＰＭＭ22..55（（微微小小粒粒子子状状物物質質））ととはは  

PM2.5 とは空気中を飛んでいる小さな粒

子のうち、大きさが 2.5μ（マイクロ）m 以

下のものをいいます。これは髪の毛の太さの

30 分の 1 程度の大きさです。 

PM2.5 は非常に小さく肺の奥深くまで入

りやすいため、喘息や気管支炎などの呼吸器

系の疾患や肺がんなどのリスクを高めるおそ

れがあります。 

ＰＰＭＭ22..55 のの高高濃濃度度予予報報  

神奈川県では、PM2.5 の濃度が高くなる場

合に備え、国の暫定基準値を超えるおそれが

あると判定したとき、県内全域に注意喚起を

行っています。 

 

★詳しくはこちら↓

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f470

290/ 

！ 

端数処理の関係で合計が 

100 にならない場合があります。 
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便利で快適な生活を優先すべき

！ ！ 
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光化学スモッグ注意報が発令された日と発令されていない日の空の違い 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 

Q８. 環境に配慮した行動をさらに進めるにあたって後押しとなるもの経年変化 

後押しになるのは、「自分の行動が環境に貢献していることが目に見えて実感できること」

「経済的な余裕があること」 

横浜市には、環境に配慮した行動を後押しする様々なお役立ち情報や支援制度があります。

ぜひご活用ください。 

横横浜浜市市のの情情報報やや支支援援制制度度ををごご活活用用くくだだささいい  

★制度に関するページはこちら↓ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/ondan/futurecity/smart04.html（温暖化対策統括本部） 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/hojo/（環境創造局） 
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地域の環境活動への参加、情報収集について  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

Q12. 地域の環境活動への参加について 

Q15. どのような機会等があれば地域の活動に参加するか 
   ※ Q12 で「機会があれば参加したい」「参加したいと思うが、参加できない」と選択した方のみ回答 

・回答者の半数以上が地域の環境活動に「機機会会ががああれればば参参加加ししたたいい」「参参加加ししたたいいとと思思ううがが、、

参参加加ででききなないい」と感じており、60 代以上の世代でこの傾向は強くなっています。この回答

をした方に、どのような機会があれば参加するか伺ったところ、「興興味味ののああるる活活動動がが自自分分のの

近近くくでで行行わわれれてていいるる」「時時間間にに余余裕裕ががああるる」「どどここででどどののよよううなな活活動動がが行行わわれれてていいるるかか分分かか

るる」の順に多い回答でした。 

・環境に関する情報収集については、「ああままりり得得らられれてていいなないい」「ままっったたくく得得らられれてていいなないい」

が約８割となっただけでなく、横浜市の情報発信に対しても「やややや不不十十分分」「不不十十分分」「そそ

のの取取組組をを知知ららなないい」が約８割と、非常に満足度が低い結果でした。 

・横浜市では、ホームページや広報誌、イベントなど様々な媒体を通して情報発信を行ってい

ますが、これらの結果から、市民の皆さまが求める情報を適切に把握するだけでなく、情報

を、より簡潔・機能的に発信することができる仕組みを構築することも必要です。 

年齢層が高いほど、意欲が高い 

「興味のある活動が近くで行われている」「時間に余裕がある」「どこでどのような活動が行

われているか分かる」が上位 

５ 

端数処理の関係で合計が 

100 にならない場合があります。 
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環境のことを"知りたい""やってみたい" そんな皆さまに、さまざまな情報を提供するポータ

ルサイトが、「エコぽると」です。エコな取組を進めるきっかけを、ここで見つけてください。

 

★詳細はこちら↓ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/kkjs/ 

横浜市では、環境に関連した施設やイベント、環境活動に取り組んでいる団体のリストなど

を、環境創造局のポータルサイト「エコぽると」で集約的に公開しています。 

「あまり得られていない」「まったく得られていない」が約８割 

環環境境活活動動情情報報ははここここででチチェェッックク！！  

Q17. 環境問題や環境活動に関して必要な情報は得られているか 

Q34(17). 横浜市が現在行っている「情報の周知」について 

「やや不十分」「不十分」「その取組を知らない」が約７割 

 

 

 

 

 

 

 

「イベントカレンダー」をクリックすれば、

横浜市で開催されている環境イベント

の情報が一度に検索できるよ。 

６ 

1.1  22.2  59.3  17.4 
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十分得られている あまり得られていない
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地球温暖化対策について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q６. 関心のある環境問題や環境活動について（複数回答）経年変化【再掲】 

・毎年度、回答者の半数以上が「地地球球温温暖暖化化」に関心を持っています。また、年々その影響が

顕著になっているヒートアイランド現象については、回答者のおよそ半数が「以以前前よよりり夏夏のの

夜夜がが寝寝苦苦ししくくななっったた」と健康への影響を実感しています。さらに、回答者の約３人に１人が

「以以前前よよりり熱熱中中症症対対策策のの商商品品やや広広告告をを多多くくみみかかけけるる」と社会への影響を感じています。これ

らについては、年代別でその感じ方に差があります。 

・一方で多くの回答者が「ククーールルビビズズ・・ウウォォーームムビビズズをを実実践践」しており、年代別で実践率にや

や差があるものの、地球温暖化やヒートアイランド現象の影響を適切に軽減する「適応策」

の一つが浸透しているといえます。 

例年、半数以上が「地球温暖化」に関心 

Q22. ヒートアイランド現象について日常的に強く感じること（複数回答） 

「夏の夜が寝苦しくなった」「熱中症対策の商品や広告を多く見かける」が多い回答 

また、年齢層が高くなるほど実感が大きい 
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この質問は今年度から調査を開始しました。 

隔年の調査結果でグラフを整理しています。 
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Q４(6). 「クールビズ・ウォームビズなど適温冷房・適温暖房にあわせた服装を選択」をして

いるか。また、東日本大震災前と比較して意識や行動に変化はあるか 
※ 始めた時期を問わず、「実践している」「実践していない」で計上しています 

全体の実践率は高いが、年齢層が低いほど、実践率も低い 

適適切切なな夏夏のの暑暑ささ対対策策をを  

厳しい夏の暑さを乗り切ることや熱中症を予防する手段は、最新の技術を使ったものだけで

はありません。手軽に楽しみながらできることや、昔から日本に伝わる知恵や工夫を使った方

法で夏を快適に過ごしてみましょう。 

窓にすだれを設置することで日射を遮ることがで

きます。特に窓の外側に設置すると、室内への熱の

侵入を防ぐため、より効果的です。また、外出時に

屋外で日傘を活用すると、直射日光を遮ることがで

き、体感温度を下げ発汗を抑えます。最近は女性だ

けでなく男性向けの日傘も広まっています。 

夏にぐんぐん成長するゴーヤやヘチマなどのつる

性の草は、たくさんの茂った葉が窓から入る直射日

光を遮るため、室内の温度上昇を抑えます。また、

建物の壁などに熱を蓄積させないため、ヒートアイ

ランド現象の緩和にも効果があります。 

早朝や夕方にバルコニーや

庭などに雨水やお風呂の残

り水などで打ち水をする

と、気化熱の効果によって、

路面から受ける放射熱を低

減することができます。ま

た、見た目の涼しさも演出

できます。 

日本には様々な旬の食材や

食文化があり、食生活を工夫

して厳しい夏の暑さを乗り

切ってきました。夏季には、

すいかやきゅうり、トマトな

ど水分の多い野菜果物が出

回るため、熱中症対策にもな

ります。また、そうめんやと

ころてんなどは見た目にも

涼を感じることができる伝

統的な食文化です。 

すばやく汗を吸収し蒸発させる素材や通気性のよ

い素材などを衣服に選び、気温に合わせて調節する

ことで、快適に過ごすことができます。また、寝具

にもこのような素材や、イ草や麻などの素材を選ぶ

と、気温の高い夜でも寝苦しさが和らぎ、より快適

に過ごすことができます。 

● 日射しを防ぐ ～簾（すだれ）や日傘の活用～

● 地表面を冷やす ～打ち水～ 

● 壁や窓を緑で覆う ～緑のカーテン～ 

● 衣服や寝具などの素材を工夫する 

● 食の知恵と工夫

８ 

端数処理の関係で合計が 

100 にならない場合があります。 
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Q21. 横浜市風力発電所（愛称「ハマウィング」）の認知度 

横浜市の事業として「ハマウィング」を知っているのは２割未満 

横浜市では、平成 19 年から神奈川区瑞穂埠頭に風力発電所（愛称

「ハマウィング」）を設置しています。この事業は市民の皆さまを対

象とした公募債の発行や、企業の皆さまに事業協賛をいただきながら

進めています。 

ハハママウウィィンンググ見見学学ででききまますす！！  

★詳細はこちら↓ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/ondan/furyoku/visit/ 

市民の皆さまに間近で風車を

体験していただく見学会の開催

や、学校などの団体の方からの

見学のご希望をホームページで

受け付けています。 

９ 

18.1  36.4  45.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

風車があるのを知っているし、
横浜市が事業として設置していることも知っている

風車があるのは知っているが、
横浜市が事業として設置していることは知らない

知らない



⽣物多様性について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

Q24. 生物多様性の危機が身近な問題と思うか 

・「生生物物多多様様性性のの危危機機」に対する関心は、例年他の環境問題と比べると低い傾向です。それで

も、７割近くの回答者が生生物物多多様様性性のの危危機機をを身身近近なな問問題題として捉えています。年代別に見る

と 20 代と 60 代以上の年齢層で差があります。 

・横浜市への要望については、「生生きき物物ののすすむむ川川、、水水辺辺のの整整備備」「外外来来生生物物へへのの対対策策」「都都市市部部

のの緑緑のの創創造造」が例年多い回答となっています。「行行事事・・イイベベンントトのの充充実実」は例年他と比べて

少なく、より関心を持っていただけるような魅力ある機会を創出する必要があります。また、

生物多様性の取組は自治体のみだけでなく、広域的に「市市民民・・企企業業ととのの協協働働」によって取り

組むことも必要です。 

例年、「生物多様性の危機」は他と比べて低い 

年齢層が高いほど、身近な問題として捉えている 

Q６. 関心のある環境問題や環境活動について（複数回答）経年変化【再掲】 

10 

隔年の調査結果でグラフを整理しています。 
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端数処理の関係で合計が 

100 にならない場合があります。 
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とても身近な問題だと思う
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全く身近な問題だと思わない



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

Q25. 横浜市の生物多様性に関する取組のうち必要だと思うもの（複数回答）経年変化 

横浜市内には、生き物がたくさん見られる場所と、あまり見られない場所があります。また、

同じ場所でも今と昔とでは住んでいる生き物が代わってしまっていることもあります。 

そこで、どのような生き物がどのような場所にいるのか、みなさん１人ひとりが「生き物調

査員」になって調査して、その結果を教えてください。 

例年、「生き物の住む川、水辺の整備」「外来生物への対策」「都市部の緑の創造」が多く、

「行事・イベントの充実」「市民・企業との協働」が少ない 

夏夏休休みみにに生生きき物物調調査査にに参参加加ししよようう！！  

★詳細はこちら↓

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/mamoru/kenkyu/data/forest/ikiiki.html 
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隔年の調査結果でグラフを整理しています。 
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※ 平成 26 年度調査から選択肢に追加しました。 

※ 



⽔とみどりについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

Q30. 横浜市が実施している雨水浸透ます設置への助成金の認知度 

「知らない」が９割近く       

水水循循環環のの取取組組をを応応援援ししてていいまますす  

・「雨雨水水浸浸透透まますすのの設設置置へへのの助助成成金金」への認知度は低い結果となっています。 

・「公公園園」「自自宅宅のの庭庭ややベベラランンダダ」「街街路路樹樹やや生生けけ垣垣」など住まいに近い環境で、また、年齢層が

高いほど緑を実感している傾向です。 

・横浜市では、山下公園やグランモール公園、横浜公園などにおいて、賑わいや魅力につなが

る緑や花の取組を積極的に進めています。「公公園園やや道道路路、、河河川川沿沿いいのの緑緑のの保保全全・・創創出出」「都都心心

臨臨海海部部ななどど市市街街地地ででのの緑緑のの保保全全・・創創出出」に対する要望は毎年度高いものの、「都心臨海部など

市街地での緑の保全・創出」については、回答者の約７割が「やややや不不十十分分」「不不十十分分」「そそのの

取取組組をを知知ららなないい」と満足度の低い結果となりました。 

横浜市では、水循環機能の取組を進める

とともに、「雨水浸透ます」と「雨水貯留

タンク」の設置に対して助成金を交付して

います。 

★詳細はこちら↓ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/ 

kankyo/gesui/ 

12 

より住まいに近い環境で、年齢層が高いほど、緑を実感 

Q26. 身近に緑を感じられる環境はどこか（複数回答）【一部抜粋】 

13.8  86.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない
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60%
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壁面緑化

あてはまる

ものはない

20代

30代

40代

50代

60代以上

都市化の進展に伴い、本来、自然が有していた雨水浸透機能が喪失しています。自然の水循

環が回復すると、土中や河川などの生き物の生息・生育環境の改善や、大雨や台風時の浸水被

害の軽減にもつながります。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 横浜市では、多くの市民の皆さまや国内外からの観光客が訪れる、みなとみらい２１地

区から山下地区を中心とした都心臨海部で、緑や花による空間演出を集中的に展開し、い

つ訪れても緑や花で彩られた魅力ある街となるような取組を進めています。 

Q34(6). 横浜市が現在行っている「都心臨海部など市街地での緑の創出」について 

Q35. 横浜市に優先的に取り組んでほしいこと（３つ選択）経年変化 

「やや不十分」「不十分」「その取組を知らない」が７割 

毎年度、「公園や道路、河川沿いの緑の保全・創出」が最多 

都都心心臨臨海海部部でで緑緑やや花花をを楽楽ししももうう！！  

写真① 山下公園（中区） 

写真② 新港中央広場（中区） 

写真③ 横浜公園（中区） 

写真④ グランモール公園（西区）

写真⑤ 港の見える丘公園（中区）

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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不十分である

やや実施している

その取組を知らない

隔年の調査結果でグラフを整理しています。 
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※ 平成 27 年度調査から選択肢に追加しました。 

※ ※ 



⾷と農について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・回答者の７割近くが、よく、または、たまに「横横浜浜産産のの農農畜畜産産物物をを購購入入」しています。市内

には約 1,000 の直売所があり、季節感のある新鮮な農畜産物を購入する機会が多くありま

す。また、回答者の半数以上が「食食のの安安全全とと食食育育」に関心を持っていることからも、生産者

の顔が見える地元の安心できるものを求めていることが伺えます。 

 

Q31. 横浜産の農畜産物を購入しているか 

Q６. 関心のある環境問題や環境活動について（複数回答）経年変化【再掲】 

 

横浜市では、市内で生産された農産物を販売している

直売所を紹介する「はま菜ちゃん直売 Map」を作成しま

した。市内のとれたて新鮮で季節を感じる旬の野菜や果

物をここで探してください。 
 

★「はま菜ちゃん直売 Map」はこちら↓ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/nousan/

brand/cyokumap.html 

７割近くが「よく購入している」「たまに購入している」 

例年、２人に１人が「食の安全や食育」に関心 

横横浜浜ででととれれたた旬旬のの野野菜菜やや果果物物をを買買いいにに行行ここうう！！  

14 

隔年の調査結果でグラフを整理しています。 
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防災・減災に資する環境施策  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★「わいわい防災マップ」はこちら↓

http://wwwm.city.yokohama.lg.jp/agreement.asp?dtp=6&npg=%2Findex%2Easp 

Q36. 横浜市が防災・減災対策として優先的に取り組むべき環境施策（３つ選択）経年変化 

・毎年度「ハハザザーードドママッッププのの作作成成」が最も多い回答となっています。近年多発している局地的

大雨や大型台風への備えに対する意識の高さが伺えます。 

・「再再生生可可能能エエネネルルギギーーやや蓄蓄電電池池をを利利用用ししたた防防災災拠拠点点へへのの非非常常用用電電源源のの設設置置」「災災害害にに強強いい下下水水

道道施施設設のの整整備備」についても、例年多い回答となっています。大きな災害への備えとして、エ

ネルギーの自立化が求められる中、横浜市では特別避難場所への太陽光発電及び蓄電池の設

置、下水道施設の上部空間を有効活用した太陽光発電事業など、公共施設におけるエネルギ

ー源の確保にも積極的に取り組んでいます。 

毎年度、「ハザードマップの作成」が最多 

自自然然災災害害へへのの備備ええ  

横浜市では、ハザードマップや液状化マップなど、地震や大雨などの自然災害に備えるため

に必要な情報を、横浜市民防災情報「わいわい防災マップ」で公開しています。 

ハザードマップの紹介 

●洪水ハザードマップ 

河川が増水し、堤防が決壊したり、あふれ

たりした場合に被害がおよぶおそれのある

区域や避難所などを地図化したもの 

●内水ハザードマップ 

下水道や水路に起因した浸水区域や水深な

どの情報を地図化したもの 

●土砂災害ハザードマップ 

崖崩れが発生した場合に被害がおよぶおそ

れのある区域や避難所を地図化したもの 
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隔年の調査結果でグラフを整理しています。 
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